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研究テーマ（発表タイトル） 

エシカル人間大発掘！ 

 

１．研究概要（目的・狙いなど） 

 

近年、エシカル消費（ethical consumption）が注目されている。エシカルとは、直訳すると「倫理的な」という意味であり、具

体的には、(1)環境、(2)人・社会、(3)地域に対してやさしい心構えを持ち、行動することを指す。世界では、民間企業のエシカ

ル度合いを測る指標が開発され、意識の高い消費者の間で使用され始めている。その一方、我々がレビューを行なったところ、人

のエシカル度合いを測る指標はこれまで存在しておらず、そのため、人間のどのような意識・態度・行動がエシカル的なものとして位

置づけられるかが曖昧なままである。 

 

このため、本研究では、人間の意識・態度・行動について、環境、社会、地域という３つの観点から、包括的にエシカル度を測れ

る「エシカル度チェッカー」を開発した。その上で、どのような属性や社会選好を有する人がエシカル度の高いいわば「エシカル人間」

と呼べるのかについて、回帰分析で検証した。最後に、これらの結果を用いて、今後、民間企業が人材を採用する際にエシカルな

人材を発見・発掘しやすくする具体的な提言を行う。 

 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

 

「エシカル」の歴史的な発端として、20 世紀後半に、「環境」と「社会との共生」を重要視する価値観「エシカル」が世界で広がっ

たことが挙げられる。英国では、1989 年に消費面から地球環境や途上国支援など「倫理的に正しい消費」を広める専門誌の

『エシカル・コンシューマー』が創刊され、1998 年にはエシカル・トレード・イニチアチブというエシカルビジネスの協会が発足した。パリ

では、2004 年からエシカル・ファッションショーが開催されるようになり、2011 年に発行された『スペンド・シフト』では米国の消費動

向の変化について「世界最大の消費経済を築いた需要は、今ではより多くではなく、『よりよく』を望んでいる」ことを指摘した。また

日本においても、ファッションや食品業界を皮切りにエシカルな製品が注目されており、最近では味の素、富士通、トヨタなど、大企

業企業もエシカルを取り入れる動きがみられる。 

 

３．研究テーマの課題 

 

近年、エシカル消費（ethical consumption）の概念が世界的にも広がりをみせる一方、人間のエシカル度合いを測る質問

票や指標は存在していない。このため、例えば、企業がよりエシカル度の高い人材を採用したいと考えたとき、何を基準にしたらよ

いかが分からない。 

 



このため、我々は、人間の意識・態度・行動について、環境、社会、地域という３つの観点から、包括的にエシカル度を測れる「エ

シカル度チェッカー」を開発する。その上で、今後のエシカルの認知度拡大やエシカル人材の発掘・育成がどのようにしたら可能とな

るかを検証する。 

 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

 

以下の課題について、研究を通じて明らかにする。 

 

⚫ エシカルな考え方・行動が、企業だけでなく、人々が生活する中にも現れるよう、エシカルの重要性を発信していく。 

⚫ エシカルについて講義を実施し、実際に体験できるワーク、教材を作成する。 

⚫ それぞれの性格や考え方・行動を明らかにし、エシカルな人材がどのような意識や行動をする傾向にあるか調査する。 

 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

 

人間のエシカル度合いを測るための質問票を考案し、2018 年 11 月に大学生を主な対象者として、Google フォームを用いた

質問票調査を行い、75 名から回答を得た。質問項目は、エシカルの３つの要素である、環境、社会、地域のそれぞれの分野に

ついて、10 個ずつ心構えや行動について尋ねた。計 30 の質問項目の回答を用いて、各人のエシカル度を測定した。そのエシカ

ル度を用いて回帰分析を行い、どのような属性や社会選好を持つ人がエシカル度が高いかを検証した。最後に、合計 30 の質問

項目から、３つの分野ごとの質問項目を Cronbach のα係数を参照して、α係数が 0.6 以上かつ最も高い組み合わせになるよ

う項目を絞り、最終的に 19 の質問項目を有する、汎用性の高い「エシカル度チェッカー」として完成させた。 

 

６．結果や今後の取り組み 

 

表１は、我々が使用したエシカル度を測るための 30 の質問項目の一覧である。このうち、最終的に「エシカル度チェッカー」として

採用する質問項目に○を付している。 

 

表１をみると、環境分類のエシカル度について、回答者の平均値は、「食べ物を残さず食べる」、「ごみを分別して捨てる」が高く、

「エコ活動（ゴミ拾いなど）の参加」が最も低かった。次に、社会分類のエシカル度については、「道を聞かれたら丁寧に案内す

る」、「高齢者、障がいる方、妊産婦に席を譲る」、「感謝や謝罪を言葉にする」などが平均値が高かった。一方、「旬な食材を買

う」で平均値は最低であった。最後に、地域分類のエシカル度に関しては、環境・社会分類と比べて、全体的に平均値が低かっ

た。その中で、最低であったのは、「地域のボランティア活動への参加」、「生まれ故郷が好き」で、最も低かったのは「地産地消」で

あった。 

表１：エシカル度を測る質問票調査の結果 



 

 

表 2：記述統計 

変数 観測数 平均値 標準偏差 最小値 最大値 

エシカル度 75 13.8 4.9 3 26 

女性 75 61% 49% 0 1 

大学 1 年生 75 5% 23% 0 1 

大学 2 年生 75 27% 45% 0 1 

大学 3 年生 75 49% 50% 0 1 

大学 4 年生以上 75 19% 39% 0 1 

喫煙者 75 9% 29% 0 1 

待ち合わせ時間を守る 75 85% 36% 0 1 

就職先として非営利を希望 75 29% 46% 0 1 

言葉をいくつ知っているか 75 4.7 1.4 1 7 

 

表 3：回帰分析の結果（被説明変数：エシカル度(31 段階)） 



変数 係数 P 値   

女性 -0.745  0.536    

大学 2 年生 -5.976  0.027  ** 

大学 3 年生 -5.478  0.029  ** 

大学 4 年生以上 -5.023  0.077  * 

喫煙者 -3.622  0.002  *** 

待ち合わせ時間を守る 2.547  0.095  * 

就職先として営利を希望 3.701  0.071  * 

言葉をいくつ知っているか 0.771  0.062  * 

定数項 16.661  0.000  *** 

サンプルサイズ 75      

*p<0.1, **p<0.05, ***p<0.01   
  

 

 こうして計測したエシカル度を被説明変数にして、どのような属性や社会選好がエシカル度に影響を与えるかを検証すべく最小

二乗法による回帰分析を行なった。表 2 はその記述統計であり、表 3 は回帰分析の結果である。表 3 より、エシカル度の高さは

男女の違いに関係があるとは考えられなかった。また大学 1年生に比べ、学年が上がるとエシカル度が下がるということが分かった。

今後の取り組みとしては、今回考案したエシカル度チェッカーを、どのようにしたら就職活動などのビジネス実務の現場で活用できる

かを考えていきたい。 
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